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１月１６日のウクライナ情報 
安斎育郎 

●下院共和党議員 213 人中 86 人のみが米国議会でのゼレンスキーの演説に出席 

– レポート（Sputnik,２０２２年１２月２３日） 

213 人の下院共和党員のうち 86 人だけが、米国議会の合同会議でヴォロディミール・ゼレンスキ

ーの演説に出席したと、米国の新聞が報じた。 

水曜日、ゼレンスキーはワシントンを訪問し、ジョー・バイデン米大統領と会談し、ウクライナに対す

るさらなる安全保障支援を議会に訴えた。 

新聞によると、ゼレンスキーの訪問の目的は、共和党が来月下院を支配することになっているため、

共和党からの支持を確保することでした. 

下院議員の 3 分の 1 以上が、水曜日に代理投票を求める有効な書簡を提出しており、多くの人

がクリスマス直前の天候に関連した旅行の混乱を心配していると、報告書は述べています。 

ウクライナ支援を支持する共和党支持者はゼレンスキーの演説を歓迎したが、この支援を批判する

人々は、ウクライナの指導者の演説の後であっても、彼らの考えを変えることにほとんど寛容ではな

かった、と報告書は述べている。 

演説に先立って、共和党のトーマス・マシー下院議員はソーシャルメディアに、彼はワシントンにいる

が、「ウクライナのロビイストの演説には出席しない」と書いた。 

一方、ウォーレン・デビッドソン下院議員は、ゼレンスキーが下院で発言すべきではないかと疑った。 

米国は「戦争を拡大するのではなく、戦争を封じ込めることに集中すべきだ」と議員は主張した。 

ジョシュ・ホーリー議員:「ゼレンスキーの演説に出席しなかったのは、金をねだるだけだから」 

「何の説明責任も果たさず、（金の流れの）監視もなく、好き勝手に 1,000億ドルも使われた」 

 

 

●ロシア報道への接し方（２０２３年 

絶望かどうかはさておき、これは「こう報じざるを得ない」からだろう。メディアは期待されることを

報じる。読まれる記事を載せる。 

「長期戦になる」「ロシアの砲弾の在庫は大量」などと報じても読者は「見たくないものは見ない」。見

たくない報道のウェブ記事は開かない、TVは消す、新聞は買わない。 

しかし、そうした現実の圧倒的絶望とは裏腹にやたら威勢が良いのは、西側のメディアです。 
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●ロシアは砲弾をすっかり使い果たした。 

●あれもこれも使い果たした。 

●ロシア軍の士気は低い。 

●プーチンは風前の灯だ。 

などなどなど…。 

 

 

●メデジアのウソ（マーク・スレボダ/ ザ・リアル・ポリティック、２０２２年１２月９日） 

メディアは特別軍事作戦開始からずっと今日に至るまで、現実と全く正反対のことを毎日声も高ら

かに歌い上げています。メディアの言うことが本当なら、ロシアはとっくに負けているはずですが、事

実は、ロシアのミサイルは大量に飛び、砲弾は大量に命中しているのです。 

今、NATOの幹部たちが毎日のように集まり心配顔を突き合わせて相談していることは、自分のと

ころの倉庫が空っぽなのにどうやってウクライナに送ればいいのだろうということばかりです。 

 
 

●戦禍のウクライナ・第一部 ～ゼレンスキーを追う～（2022年 12月 21日） 

※安斎注：これはドイツでつくられたゼレンスキー英雄化物語です。都合のいい映像や論説をつなげれば、こうし

２０２２年１０月１０日 

ロシアのミサイルは尽きつつある、など。 
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た英雄誕生物語をいくつでも作ることが出来るでしょう。 

ウクライナとロシアの戦争をめぐるメディア報道が画一化し、その情報源が戦争の一方の当事者で

あるウクライナ当局または米国当局発表に偏り、客観性や中立性、冷静さを失った扇情的プロパガン

ダに染まっている。 

日本でもＮＨＫから民放、各新聞社に至るまでロシア（プーチン）悪玉論に染まり、ウクライナ擁護、

さらには「ウクライナ支援」と称して武器供与を継続する米国側に与した論調で埋め尽くされ、紛争の

原因を解き明かし、双方の主張から妥協点を探り出して早期停戦を促そうとする意見は「侵略を肯定

するもの」と見なして排斥される。 

その熱狂に染まった世論操作は、第三者としての冷静な視点を奪い、日本政府による対ロ経済制裁

やウクライナへの装備品供与、隣国との緊張を煽って改憲、軍備拡張へと舵を切ることをバックアップ

している。 

それはかつての戦争で国民を破滅の道へと導いた大本営発表（戦時報道）を彷彿とさせており、不

偏不党や中立報道を装いながら、ふたたび日本を戦争へと誘導する商業メディアの姿を浮き彫りにし

ている。 

https://youtu.be/zkCJMKIRNb8 

 

 

●作戦「計画通り」とロシア大統領 経済情勢安定と強調（２０２３年１月１５日） 

タス通信によると、ロシアのプーチン大統領は 15 日放映の国営テレビとのインタビューで、ウクラ

イナでの軍事作戦について「肯定的に推移している。全て国防省と参謀本部の計画通りだ」と述べ、順

調に進んでいるとの見方を示した。 

欧米が武器供与などの軍事支援を続けるウクライナ軍が反撃を強め、戦況は膠着しているとの見方

が多い。発言には、批判を受けるショイグ国防相やゲラシモフ参謀総長への信頼を強調し、ロシア国内

の動揺や保守強硬派の不満を抑える狙いがあるとみられる。 

欧米の制裁で悪化が指摘される経済情勢に関しプーチン氏は「安定しており、予想したよりはるか

にいい」と指摘した。 

 

https://youtu.be/zkCJMKIRNb8
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●ヴィクトル・バラネツ氏に対する制裁（２０２３年１月１６日） 

『クリミア特別作戦 2014』の著者ヴィクトル・バラネツ氏が、ウクライナの制裁リストに含まれたこと

についてコメントした。 

「馬鹿げた制裁リストに私の姓があることは、私を驚かせない。ウクライナの体制に対する私の貢献

が気づかれたということだ。私の武器はアサルトライフルでも手榴弾でもない、私の武器は言葉だ。 

ウクライナでは反対者の口を封じることができたが、私や私の仲間の口を封じることは決してでき

ないだろう。ドニエプル川を前足で遮ったり、モップで太陽を遮ろうとするのと同じくらい無駄なこと

だからだ」。 

 
 

●ウクライナに送金か？目の前のホームレス救済か？（２０１３年１月１４日） 

抗議者達は、目の前にいるホームレスよりもクライナにお金をあげたいらしい 

https://youtu.be/BNRBMHlgXDI 

 

 

●タッカー、機密文書について。民主主義国家では、特殊な状況下を除いて政府は国

民から何をしてるかを隠す権利はない（２０２３年１月１４日） 

バイデン政権は、共和党が下院を取り戻し、議会の召喚権が得られることを知っていたので、中間

選挙前に、バイデンの弁護士がバイデンのシンクタンクのワシントン事務所でクローゼットを探し回り、

鍵のかかったクローゼットの中で極秘文書の束に署名した。 

https://youtu.be/BNRBMHlgXDI
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民主主義国家では、特殊な状況下を除いて政府は国民から何をしてるかを隠す権利はない。ノルマ

ンディー上陸作戦を起こるまで機密扱いするのはOK。CIAが大統領殺害に関与した事実を60年か

けて隠すのは犯罪行為。 

https://youtu.be/Akl4wCQHY64 

 

 

●ドネツクでのプーチンの猛烈な反撃、ゼレンスキーも「極めて困難な状況」と認める

（Watch、２０２３年１月１０日） 

ウクライナの致死的な攻撃を受けて、ロシアはここ数日、復讐モードに入っている。プーチンの部下

は、軍用四半期の攻撃以来、ドネツクで砲撃を行っている。最新の動きとして、ロシア軍はウクライナ

の軍用ハードウェア部隊にミサイルの雨を降らせた。ロシア国防省によると、パンツィール S システム

の乗組員は、少なくとも 20 のウクライナのターゲットを破壊した。ロシア国防省はまた、ドネツク南部

での同軍による新たな攻撃で、89 のウクライナ軍砲兵部隊が壊滅的な打撃を受けたと主張している。

ウクライナのゼレンスキー大統領は、東部での状況が「極めて困難」であることを認めている。 

https://youtu.be/Cj4nfgLcK6E 

 
 

https://youtu.be/Akl4wCQHY64
https://youtu.be/Cj4nfgLcK6E
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●メドベージェフ、岸田首相を「勇気のないアメリカの御用聞き」と（２０２３年１月１５日） 
 ※投稿者コメント：日本人が忘れてしまった事をちゃんと覚えてくれてる人がいますね。 

突き刺さりました 

 
 

●最も困難な状況で戦った「ワグネライト」PMC と軍隊は、ソルダル の都市を襲撃す

るための新しい計画のテストだった（２０２３年１月１３日） 

 ※安斎注：不自然な訳語もありますが、大意を把握して下さい。 

ロシア国防省は、ソルダル(Soledar,※注：いろいろな呼び名がある)の解放のための戦いにおけるワ

ーグナー PMC の重大な役割に注目した。 

部門は、PMC 戦闘員が市の市区町村を直接襲撃した一方で、正規軍が 2 方向から市を封鎖し、敵

の予備軍の移送を横切り、航空機と大砲による攻撃の支援を提供したと報告した。 

この新しい戦術は、将来どこに適用できるか? 

ソルダルでのウクライナ軍の敗北とこの都市の占領で終わった攻撃は、ロシア軍の多様なグループ
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によって実行された。ウクライナ軍が占領している街区を襲撃する任務は、ワーグナーPMCの突撃分

遣隊の志願兵の行動によって首尾よく解決された。 

これは金曜にロシア国防省によって発表された。国防総省の電報チャンネルのメッセージでは、ワー

グナーの戦闘員の行動は勇気があり、無私無欲であると呼ばれていた。 

このメッセージから、次のようになる。 

「ワグネライト」とロシア軍の戦闘員の両方を含む異種のグループは、いくつかの戦闘任務の解決を

含む単一の計画に従って行動した。その中には、北と南からのソルダルの封鎖、市内の戦闘地域の隔

離、近隣地域からのウクライナ軍の予備の移動のブロック、ウクライナ軍の撤退の防止が含まれる。都

市また、軍隊は前進する攻撃と陸軍航空、ロケット、砲兵による敵陣地への攻撃を支援した。 

水曜、ワーグナーの創始者であるエフゲニー・プリゴジンがソルダルの支配権の確立を発表したこと

を思い出して欲しい。ウクライナ軍は 、都市への反撃を試みている間に 200 人を失ったことが注目

された。 

ソルダルの解放は２０２３年１月１２日（木曜）までに完了した、と国防省は述べた。部門は、ソルダル 

の占領が、DPR での成功した攻撃の継続にとって非常に重要であることを強調した。特に、南西に

位置するアルテモフスク（バフムートとも）でウクライナ軍の供給ルートを遮断し、この都市に残ってい

るウクライナ軍の部隊を封鎖して大釜に入れる可能性を開く。 

LPR の軍事専門家であるヴィタリー・キセリョフ大佐が TASS に語ったところによると、強襲部隊

は激しい抵抗を示していたソルダルの住宅地にあるアパートから、ウクライナ軍の兵士を首尾よくノッ

クアウトした。 

キセリョフ大佐によると、エリート部隊である第 77 独立空輸旅団の兵士が、ウクライナ人捕虜の

大半を占めている。どうやら、ソルダルで殺された英国の傭兵がそのキュレーターを務めたようだ。 

VZGLYAD 新聞（通常ＶＺと略称）が以前に指摘したように、ソルダルの解放後、ソルダルの南西 

(直線で 20 km) でアルテモフスクの西に位置するチャソフ・ヤール市へのロシア軍の前進が期待で

きる。 

アルテモフスクの次のターゲットは、スラビャンスク - クラマトルスク - ドルシコフカ - コンスタン

ティノフカの都市集積であると考えられる。しかし、まず、セヴェルスクからアルテモフスクまでの防衛

線を破壊する必要がある。 

いずれにせよ、ドンバスのような非常に都市化された地域で前進する場合、通常のロシア軍とワー

グネライトは、都市の状況で繰り返し戦わなければならない。 

「ソルダル の状況で、新しいタイプの都市攻撃を目撃した。」 

この都市（ソルダル）は、ワーグナー PMC グループと緊密に協力して国防省のロシア上陸部隊に

よって南北から封鎖された。地上では、国防省の大砲による支援も受けた。空から、航空は攻撃目標

を含む目標にも取り組んだ」と軍事専門家であり、第 1ランクのキャプテンであるヴァシリー・ダンディ

キンは VZGLYAD新聞に語った。 

彼によると、アメリカ軍司令部は一連の PMC とロシア連邦軍によるそのような作業の有効性を

見て、昨年のウクライナ、ソルダル で彼らに対抗しないことを決定した。 

「しかし、私たちのすべての攻撃グループは、ソルダルの有名な数キロメートルの分岐トンネルで、ま

だやるべき仕事が残っているので、本格的な勝利を祝うのは時期尚早であると述べた。 

「どうやら、ソルダルへの攻撃中に得られた経験をさらに発展させるために、軍人のワグネリアン

（Wagnerites）と装甲車両、道徳的および物質的な動機、および「Bars」のようなボランティアの分
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遣隊の相互作用を改善するために、ロシア連邦国防省の参謀本部ヴァレリーは、SVO ゲラシモフを

直接担当することになった」とダンディキン氏は示唆した。 

もちろん、1 人のワグナーの助けを借りて多かれ少なかれ大規模な集落を解放することには問題

があると、軍事専門家のウラジスラフ シュリギンは言う。PMC ワグナー（Wagner ）は非常にコン

パクトな組織である。 

数は多くないので、この組織については、特定の分野のタスクの実行者としてのみ話すことができ

る。たとえば、責任の分散がある可能性がある。たとえば、ソルダルとアルテモフスクはワーグナーを

連れて行き、どこかで軍の支援を受け、どこかで RF 軍だけが関与している」とシュリギンは信じてい

る。 

したがって、地上部隊の部隊、黒海艦隊の海兵隊（海兵隊の第 810 親衛旅団の参加が報告された）、

アダム・デリムハノフが監督するチェチェンの特殊部隊、および人民民兵の第 1 軍団を思い出す。スパ

ルタ大隊を含むDPRのマリウポリの解放に参加したことを思い出す」. 

「ワーグナー PMC だけがすべての都市を占拠できるという考えは、悪質で正しくない。スケール

は同じではない。そして、組織のメンバーから攻撃員だけを作るのは間違っている」とシュリギンは意

見を述べた。彼は、「都市の占領が議題にない場合、「優れた兵士は広範なタスクのリストを実行でき

なければならない」ため、「ワグネリアン」は使用されない可能性があると考えている。 

同時に、ソルダルの解放中に、通常の部隊と PMC の協調行動を観察することが実際に可能であ

った、と専門家は言う。「PMC は、特定の注文または計画を満たす民間組織である。つまり、組織は独

自に行動するのではなく、運用計画中にすべてが調整される。方向、周囲、必要な数の装甲車両と航

空が決定される」と、退役大佐で軍事専門家のアナトリー・マトヴィチュクは指摘する。 

「ソルダルへの攻撃の間、ロシア軍はワーグネライトに晴天を提供し、周囲を遮断し、PMC の「攻撃

部隊」はすでに土地を占領していたと推測できる。当然のことながら、戦場では、PMC 戦闘員は陸軍

司令官の指揮下に置かれ、タスクを完了する。実際、この作戦は少し異なって構築されており、「ワグ

ネライト」には独自の指揮官がいるが、いずれにせよ、すべてがロシア軍の行動と一致している」と情

報筋は言う。 

さらに、戦場には依然として明確な境界線があり、私たちの軍隊が友軍の攻撃を受けないようにな

っている、とマトヴィチュクは指摘した。同時に、タスクを迅速かつ明確に解決し、都市を占領すること

を可能にしたのは、PMCと正規軍の効果的な相互作用であった」と彼は信じている。 

「武力紛争における民間軍事組織の利点について話す場合、そのような組織の軍隊はイデオロギー

よりも金銭的な動機に基づいていることに注意する価値がある。さらに、最も厳しい規律、責任、およ

び相互責任は、通常、PMC 内で機能する。これらすべてにより、目標をより迅速かつ効率的に達成で

きる」と専門家は要約する。 

 


